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子供・若者の体験活動を豊かに！特集

　「子供の最大の仕事は『遊ぶ』ことである。」とよく言われていま
す。遊びについての理論を展開したヨハン・ホイジンガは、人間を
「遊ぶ人」（ホモ・ルーデンス）と名付けました。彼は、遊びこそが
他の動物と人間を分かつ最大の行為であると指摘しています。
　新型コロナウィルス感染症の大流行から１年が経過し、新しい
生活様式が求められる中で、子供たちが思いのままに身体を動か
し、自分の思いを発散する機会が奪われてしまっているのではな

いかという声も聞こえているところです。

　今回の特集では、青少年教育の研究者である文教大学准教授の青
山鉄兵先生と、地域（江東区）で子供や若者を対象とし、「体験」
を重視した社会教育事業を実践している認定NPO法人「夢職人」
理事長の岩切準さんをお迎えして、子供や若者たちにとっての「体
験活動の重要性」について、お話を伺いました。

■　自己紹介をお願いします。
【岩切さん】　私は認定 NPO 法人「夢職人」
理事長の岩切と申します。「夢職人」は、平
成 16 年から東京の江東区に事務所を構え、
子供や若者に対する社会教育活動を、東京都
の東部エリアを中心に行っている団体です。
具体的には、自然体験、野外活動、科学・文
化・芸術活動、スポーツ・レクリエーション
活動、キャリア教育などに取り組んでいます。
学校外の子供達が体験から学ぶということを
重視した教育活動に取り組んできました。ど
うぞよろしくお願いいたします。

【青山さん】　文教大学の青山です。よろしく
お願いします。専門は社会教育・生涯学習の
分野で、特に子供・若者を対象とした社会教
育を専門に研究をしています。また、ＹＭＣ
Ａに長く関わり、国立青少年教育振興機構で
も調査研究を行っています。理論と実践の両
方から、体験活動について関わってきました。

■　コロナ禍の下で、子供たちの変化をどの
ように感じていますか？

【岩切さん】　昨年の３月くらいから、子供た
ちを取り巻く生活環境が徐々に変化してき
て、昨年４月の緊急事態宣言後には、その事
態は一変しました。子供たちにとって「五感」
を使って遊ぶことがその子の発達にとってい
かに重要かについては、広く知られていると
ころですが、その機会が全くと言っていいほ
ど断たれてしまう状況は、これまでになかっ
たのではないかと思います。いろいろな調査
を見ても、中高生をはじめ、オンラインでコ
ミュニケーションを取り合うことができる年
齢層の子供たちは、自分たちなりに工夫をし
て、つながりを確保してきました。しかし、

岩切　準さん
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小学校の中学年以下の子供たちは、家庭の中
に閉じこもらざるを得ない状況に陥り、精神
的にストレスを感じているように思います。
具体的な話では、昨年４月の緊急事態宣言後
に公立公園において遊具の使用が禁止された
ことなどを受け、「子供は外で遊んではいけ
ない。」という地域の眼差しがより強くなっ
たように思います。

■　精神的にストレスを感じているという話
がありましたが、子供たちからの SOS の
サインは、どのような形で発せられるので
しょうか？

【岩切さん】　閉鎖的な生活を強いられてし
まったことにより、子供たちは自分の気持ち
を発散する機会が奪われ、些細なことでも
キツイ言葉を発するようになったり、物に当
たったりすることが多くなったという保護者
からの声を聞きます。また、生活時間が乱れ
たために睡眠に悪影響が出たり、食欲がなく
なったという話もあります。

【青山さん】　大学生たちにも、メンタルヘル
スにいろいろな課題があることを感じていま
す。今年度はほとんどの大学でオンラインの
授業が中心になりましたが、その中で、学生
同士がたわいもない雑談をする時間が失われ
たことが、学生たちのメンタルヘルスに悪影
響を与えているように感じる場面が多くあり
ました。また、お互いの行動を監視し合うよ
うな雰囲気が広まっている中で「心の自由度」

がどうしても制限され
ているように感じます。
こうした雰囲気をアフ
ターコロナに引きずら
ないようにしなければ
なりません。

【岩切さん】　今、青山さんが雑談の話をされ
ましたが、このコロナ禍の状況では「余白の
なさ」という問題がクローズアップされたよ
うに思います。知識や技術というものは、オ

ンライン化に親和性が高いのですが、これか
らの時代に求められている「自ら考え、問題
を設定し、納得解を導く」という実践的力を
身に付けるためには、自由に発想し考えるこ
とができる「余白」や「ゆとり」が必要なの
です。そういった時間が今回のコロナ禍に
よって失われているのではないかと感じてい
ます。

■　若者たちに将来に対する「漠然とした不
安」が広がっているということでしょうか。

【岩切さん】　若者世代には、今現在に対する
不安もありますし、将来に対する漠然とした
不安というものがもともと生まれやすいので
すが、コロナ禍によって、その不安が増幅さ
れているのではないでしょうか。社会教育に
おける青少年活動の良さは、皆で集まって話
をしながら、お互いに不安感を払拭しながら、
三歩進んでは二歩戻ることの繰り返しだと思
います。しかし、大学生のオンラインによる
就職活動では、評価だけが結論としてやって
くる。白か黒しかなく、中間がない。社会教
育における青少年活動自体のプロセスに組み
込まれている「自分の位置を確認する」とい
う機会がないため、選別されることのみが一
人歩きしている。若者が社会に対し自信を
もってチャレンジして巣立っていくためのエ
ネルギーを充電できるような機会や場をつ
くっていかないと。

青山　鉄兵さん
文教大学人間科学部准教授。専
門は社会教育・青少年教育。国
立青少年教育振興機構青少年教
育研究センター副センター長・
東京都生涯学習審議会委員・
日本ＹＭＣＡ同盟常議員・東
京ＹＭＣＡ長期キャンプ「野
尻学荘」スタッフ
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【青山さん】　若者特有の不安が解消されにく
くなっているのは、先ほど挙げた雑談のよう
な、「心の換気」とでも言うような気分転換
ができる機会が大幅に減ってしまっているこ
とが大きいのではないでしょうか。若者たち
が孤独な生活を余儀なくされ、ストレスが溜
まっていき、それを発散させる機会が担保さ
れていないのです。特に、こうしたストレス
自体に自分で気付けていない若者たちほど

「しんどさ」が見られるようにも感じます。

■　見えないストレスを感じている子供たち
の状況については、どう認識されています
か？

【岩切さん】　例えば、未就学児の保育をされ
ている先生方の話を伺うと、コロナ禍の状
況にあってもアートなどの手法を取り入れ
たり、子供に対しフレキシブルに寄り添うな
どの配慮をしたりと、子供たちの見えないス
トレスを意識しながらのきめ細かな対応がな
されているように思います。その一方で、小
学校以上に関しては、若干心配なところも感
じています。例えば、教科学習の遅れへの対
応などの点で、学習内容をこなすことに関心
が行ってしまった結果、子供や保護者たちに
必要以上の負荷をかけてしまっているという
ケースも見られます。保育の世界には、従来
から「余白」を重視する視点が内在されてい
ますが、それが教育という世界に入ると、子
供たちの「心の換気」の重要性に対する認識
が弱くなっているような気がしています。

【青山さん】　コロナ禍の１年で明らかになっ
たのは、元来、学校教育の果たしてきた役割
の中に、社会教育的な要素や福祉的要素がた
くさんあったということです。学校の役割
というと、つい
つい教育課程を
遂行することに
関心が行ってし
まいがちですが、
休み時間の遊び

や雑談、給食はもちろん、家庭がしんどい状
況にある子供にとっては、家庭から離れられ
るということ自体が持っていた価値など、教
育課程の遂行とは異なる学校の価値を改めて
評価していく必要があるように思います。こ
うした社会教育的価値や福祉的価値の提供と
いう意味では、児童館等の放課後を支える施
設の存在も重要ですね。全国の関係者の皆さ
んが、地域の中の遊び場やすき間を守ってい
くために、試行錯誤を続けています。

■　コロナ禍の状況が子供や若者たちに与え
ている負荷の内実が少し見えてきたように
思います。今、あまり重視されているとは
言えないのですが、私たち社会教育関係者
は子供や若者が持っている潜在的なニーズ
をどのように把握し、対応していったらよ
いでしょうか？

【岩切さん】　　
　 こ の 国 は、
欧米諸国に比
べ て 子 供 の
声を聞くとい
うことに関す
る意識が弱い
ように感じま
す。特にコロナ禍の状況の下では、「大人が
決めて、子供たちはそれに従って行動する。」
というスタイルが定着してしまっているよう
に感じています。このような状況だからこそ、
当事者としての子供・若者の声に真摯に耳を
傾けるということが重要になってくると思い
ます。自分の感じていることを言語化できる
年齢の子供・若者には、「対話」していく時
間を確保することが大切だと考えます。また、
未就学児や小学校の低学年の子供たちには、
寄り添う姿勢で、行動や感情表現に細心の注
意を払いながら「心の声に耳を傾ける。」こ
とがより一層求められると思います。

【青山さん】　子供の声を聞くためには、声を
聞いてくれる大人や、お兄さんお姉さんの存
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在が必要ですが、コ
ロナ禍で様々な行動
が制限されると、こ
うした「ナナメの関
係」を築きにくいと
いうことが大きな課
題です。世田谷区の
青少年交流センターでは、2 回目の緊急事態
宣言が発出される際、施設を利用している子
供・若者に対して、施設の開館時間をどうし
ていくべきかについてのアンケートが行われ
ました。そのアンケート結果を区の担当者に
も共有した上で、緊急事態宣言中の開館時間
等が決定されたわけです。最も希望が多かっ
た従来通りの開館時間とはなりませんでした
が、このように子供・若者の声を反映する仕
組みが担保されることは、シチズンシップ教
育の点からもとても重要だと思います。

【岩切さん】　それこそが社会教育だと思いま
す。緊急事態になったから特別な取組が必要
なのではなくて、日常生活の中でも必要なや
り取りだと思うのです。当事者としての子供
という側面を青少年施設の職員が重視してい
るからこそ、緊急時にそのような対応ができ
るのです。

■　コミュニケ―ションの在り方について、
SNS 等が子供たちに与えている影響をど
のように考えますか？

【岩切さん】　私が子供たちとの関わりの中で
感じているのは、子供たちの生活時間が分断
されており、ちょっとした隙間の時間の中で
ゲームや SNS を楽しんでいるという状況の
ように思います。学校が終わって、塾に行っ
て、お稽古事をしてというように、今の子供
たちの生活時間には「余白」がありません。
ライフワークバランスという言葉があります
が、子供にとってのスタディライフバランス
も重要なのではないでしょうか。子供にとっ
て「まとまった時間（自由になれる時間）」
をどう考えるか、に関心があります。「まと

まった時間」を子供たちに確保する中で、子
供たちが主体的に遊びや学びを創るというこ
とが重要です。その手段として SNS を利用
することができれば、時間や空間を超えた新
たなコミュニケーションが生まれるのではな
いでしょうか。

【青山さん】　私は大学の授業の一環で、時計
も含めたあらゆる電化製品を使わずに、た
だ「本気で遊ぶ」ということをテーマにした
5 日間のキャンプのプログラムを行っていま
す。スマホ SNS もないシンプルで自由な共
同生活の中で、一人一人が本気で遊んだ時に
起こる化学反応を、自分自身で体験してみる
ことを大切にしていますが、中には「何をし
てもいい時間」を上手に使えない学生も見受
けられます。それぞれの時間に他律的な目的
や理由がないと落ち着かないのかもしれませ
ん。SNS 等の影響は、子供・若者の側に自
律性や主体性があるかどうかによって、大き
く異なるように思います。主体的・自律的に
利用できれば、SNS は重要なコミュニケー
ションツールになり得るとも思います。
　そうした面でも、学校外での体験活動など
の中に、どこまで自由な時間や環境を用意で
きるかは重要な課題だと思います。青少年教
育施設が学校と同じようにきっちりカリキュ
ラムを組んでしまうと、子供たちをいつまで
もプログラムの客体にしてしまい、創造性な
どが育まれる余地がなくなってしまうのでは
ないでしょうか。そもそも、青少年教育施設
に来る子供たちは、多くの場合、施設で「教
育されている」とは思っていないわけですか
ら。
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■　最後に、青少年教育における体験活動の
重要性について、コメントをお願いします。

【岩切さん】　今、企業関係者たちが必死に取
り組んでいるのは、仕事の中で意図的に「余
白」の時間をつくり、その余白で社員一人一
人が様々な創意工夫をどれだけできるかとい
うことなのです。企業の経営者たちと話して
いると、「余白」の時間を自分で主体的に埋め、
新しいものを創造できる人とそれができない
人の間で、大きな差が出てくるということを
よく聞きます。実際の社会に出て求められる
のは、自律的な意識をもった人間かどうかと
いうことです。重要なことは、幼少期からあ
る程度の自由が担保され、子供たちが主体的
に「これをやりたい。」、「これをもっと深め
たい。」という思いを持って体験活動を行う
という原体験を持つことだと思います。子供
たちは自由であればあるほど、いろいろなこ
とに気付くアンテナが冴えてきます。大人が
気付かないようなことも観察していたり、よ
くそんなことまで覚えているなと感心するこ
ともあります。子供たちは決して未熟な存在
ではなく、大人が忘れてしまった感性をもち、
多様なアンテナを持った存在であることを前
提にした関わりこそが不可欠で、こういうコ
ロナ禍の状況だからこそ、我々青少年教育、
社会教育に関わる者たちがそのことの意味を
広く伝えていかなければと考えています。

【青山さん】　岩切さんのおっしゃるように、
子供の頃は、遊びと学びの境がなく、両者が
融合していることが少なくありません。例え
ば、植物好きの子供が図鑑に見入っていると
き、本人は勉強しているとは思っていないは
ずです。でも、学年が上がるにつれて遊びと
学びは全く別物になっていってしまうんです
よね。植物図鑑も理科の勉強の一環になって
しまうと、途端につまらないものになってし
まいます。School（学校）の語源はギリシャ
語の schole( スコーレ )、「余暇」という意
味なのですが、学問だって根っこには遊びが
あります。学校でアクティブラーニングや探

究学習といった体験的な学習に取り組む際に
も、遊びの要素を持って取り組めるかどうか
によって学びのプロセスが大きく異なるもの
になるでしょうし、そのためには、幼少期か
らどのような体験をしてきたかが重要な意味
を持つはずです。自由にさせてもらえた経験
がないと、自由の良さもわからないし、創造
性も育ちません。このような社会状況の中で、
大人たちが工夫しながら、子供や若者たちが
自由な時間を担保し、その中で主体性が発揮
できる環境を醸成していくことの重要性を再
認識する必要があるのではないでしょうか。

■　子供から大学生までの事例を含めて現状
を伝えていただき、また、「心の換気」や「余
白」などのキーワードにより、体験活動の
意義や重要性について改めて考える機会と
なりました。本日は、ありがとうございま
した。

※体験活動の写真は、「夢職人」からお借りしました。
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認定特定非営利活動法人　夢職人　紹介　
名称　認定特定非営利活動法人　夢職人

設立　平成 16 年　任意団体として設立
　　　　　　　　　江東区のジュニアリーダー経験者の有志が中心　
　　　平成 20 年　特定非営利活動法人として活動を本格化
　　　平成 30 年　東京都より認定を受ける。

目指していること
Vision：生まれ育つ環境に関わらず、心身ともに健やかに成長できる社会
Mission：子どもと若者の学びや育ちを社会全体で支える

事業〔実施回数：令和元年度〕
・地域子供体験活動クラブ「キッズクラブ」（平成16年～）　
　小・中学生を対象に、多様な体験活動を実施
　週末の日帰りを年間約 10 回、連休・長期休みに宿泊型のキャンプを年間約 10 回開催

・ユースボランティア（平成16年～）　　
　10 代後半から若手社会人を中心としたボランティアの育成を目的として、団体の事業
サポート、過疎地域での援農、災害復旧支援等

・ウェブメディア「Eduwell　Journal」（平成 25年～）　
　普及啓発活動として、教育や福祉の分野の実践家・専門家が記者となり、リアルな状況
や専門的な知見を伝える。

・ネイチャーキッズ（平成29年～）
　小・中学生を対象に、旅行会社や全国のＮＰＯ・企業等と連携した自然体験活動推進事業。　　
　地方の自然体験等のコンテンツを生かし、年間約 20 ～ 30 回実施

・子供の食の支援「Table　for　Kids」（令和２年～）
　経済的な事情を抱える親子に対し、地域の指定した飲食店と連携し、デジタル通貨を活
用して食事を提供する。従来の子供食堂の開催が難しい中で、感染症対策としてデジタル化した「食」の支援として実施。

「子供・若者の体験活動」に役立つサイトの紹介
・文部科学省　体験活動推進特設ページ

https://www.mext.go.jp/a_menu/sports/ikusei/mext_00935.html
　「こどもの教育応援大使」香川照之氏による応援メッセージを発信するとともに、文部科学省の委託事
業として実施する「子供たちの心身の健全な発達のための子供の自然体験活動推進事業」等体験活動の様々
な情報を発信し、青少年に対する体験活動の充実を推進

・文部科学省「青少年の体験活動の推進」
https://www.mext.go.jp/a_menu/sports/ikusei/main4_a7.htm

・独立行政法人　国立青少年教育振興機構
https://www.niye.go.jp/
　全国に 28 か所ある国立青少年教育施設の紹介や、青少年や指導者を対象とした事業、体験活動に関す
る情報の提供等
　「青少年教育情報ポータル」として、青少年活動場所ガイド、調査研究報告書検索、教育事業プログラ
ム検索等も掲載

キッズクラブ

ユースボランティア

※体験活動の写真は、「夢職人」からお借りしました。


